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老健おかやま

◎編集担当メンバー

【編集後記】
この秋、10月12日、岡山県医師会館 三木記念ホールにて第9回岡山県地域包
括ケアシステム学会学術大会が開かれます。岡山県老健協が企画運営いたしま
すのでご期待ください。また、山口県支部が数年前より準備されてこられた第36
回全国介護老人保健施設大会 山口がいよいよ11月27日・28日に開催されます。
山口県支部運営の全国大会に、多くの岡山県老健協のみなさまの参加をよろしく
お願いいたします。さて今夏の酷暑は40度を超える記録で、津山、真庭が全国
放送されてびっくり。発汗後に、すいかに少し塩をふりかけて食べると、さらに甘
く塩分補給もできます。ただし高血圧をお持ちの方は塩分過多に注意を。では
涼しくなった頃…。岡山県医師会館と下関でお会いいたしましょう。

【虹】藤本 宗平・植木 潤・坂田 美佐　【勝央苑】岸本 純哉　【のぞみ苑】寺坂 公志

【作東老健】吉田 有加里　【美作リハビリテーションホーム】小山 修　【ケアガーデン津山】

加藤 隆寛　【ゆうあい】辻 隆之介　【白梅の丘】数田 純一　【ケアリゾート金光】三宅 大輔・

小山 光興　【さくら苑リハビリセンター】井村 貴之　【さとう記念病院老健】上山 修平
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まだまだ暑い日々 が続き、田んぼには稲がすくすくと育

ち一面青 と々しています。そのお米ですが、昨年末から

今春にかけて価格があれよあれよと値上がりし、あっと

いう間に２倍以上になってしまいました。それは多くの国

民に衝撃を与え、昨今のインフレを象徴する事象となり

ました。

ところで皆さんは農家の方が受け取るお米の値段を

ご存知でしょうか？ 普通は一反でどれくらいと表すようで

すが、小中学校の25ｍプールを思い浮かべるとわかり

やすいです。プールの広さにお米を植え収穫して販売、

その受け取るお金はいくらだと思いますか。なんと３～４

万円だったそうです！400万円の収入を得るには、25

ｍプール×100面に稲を植えなければなりません。しか

もこの額は農機具代や肥料の費用を引く前のお金です。

お米作りがいかに絶望的であるかわかっていただけるか

と思います。この安値は、国民の主食という理由で長い

間人為的に抑制されてきた結果です。では、農家の人

は生計を立てるためにどうしたかというと、兼業したりお

米以外の作物を作って凌いできました。今回お米の値

段が上がって農家の人はやっと一息つけたそうです。

今、私たち医療･介護に従事する人がまさに第二の

お米状態になっています。私たちがサービスの対価とし

て受け取るお金は公定価格です。昨今のインフレで食

料品をはじめあらゆる物の値段が上昇しましたが、私た

ちへの対価はほとんど上がっていません。その為、新た

な設備投資ができず建物は古いまま、壊れた器具は直

しながら使う、究極、給与が全く物価上昇に追いつか

ずやむ無く他業種に転職する、まさに農家の人たちが

歩んだ道を辿りはじめているのです。

米国の諺に” The squeaky wheel gets the grease

（キーキー軋む車輪は油を塗ってもらえる）”とあります。

まさにこの通りで、今こそ私たちが一丸となって声を上

げる時だと思います。この夏の参議院選挙の結果に、

私たちの声がしっかり届いていることを願います。

お米の値段
会長あいさつ

新任のごあいさつ
岡山県子ども・福祉部長

岡山県老人保健施設協会

会 長   秋山  正史
老人保健施設 倉敷藤戸荘

今年４月に、岡山県子ども・福祉部長に就任しました

中村でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

一般社団法人岡山県老人保健施設協会並びに介護

老人保健施設関係者の皆様には、日頃から、本県の

福祉行政の推進に格段の御理解と御協力をいただいて

おり、心から感謝申し上げます。 

さて、子ども・福祉部では、県政の最上位計画である「第

４次晴れの国おかやま生き活きプラン」に沿って、結婚・

子育ての応援や子ども・若者支援の充実といった子ども

に関する施策のほか、介護を含む高齢者福祉、障害者

福祉や生活困窮者対策など福祉全般に関する、県民の

皆様の生活に深く関わる業務に取り組んでおります。 

こうした中、高齢者施策や介護保険事業につきまして

は、７５歳以上の後期高齢者人口がピークを迎える令和

１２（２０３０）年、さらに、いわゆる団塊ジュニア世代が

６５歳以上となる令和２２（２０４０）年を見据えながら、

諸課題に対し正面から取り組んでいく必要があると考え

ております。

県では、第９期岡山県高齢者保健福祉計画・介護

保険事業支援計画も踏まえ、医療や介護の専門職と地

域住民が、それぞれの役割を果たしつつ、協働して地

域づくりに取り組む体制を整えながら、人と人、人と社

会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、助

け合いながら暮らしていくことのできる地域共生社会の

実現を目指しているところでありますが、そのためには、

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送ることが

できるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び生活

支援サービスが一体的に提供される「地域包括ケアシ

ステム」の深化・推進や、高齢者の生きがいづくり・社

会参加がたいへん重要であると考えており、引き続き、

各種関連施策を着実に進めていく所存であります。

県の機構改革により、従前の保健福祉部が保健医

療部と子ども・福祉部に分割され２年程度が経過いたし

ましたが、両部が協力して取り組むべき施策分野は多く、

特に高齢者福祉分野におきましては、今後ますます、

介護・福祉・医療の連携という観点を重視しながら、

施策に取り組んでいく必要があると考えております。 

こうした状況下において、在宅復帰施設であり在宅

療養支援施設でもある介護老人保健施設の皆様には、

大きな期待を寄せておりますので、今後とも、御支援と

御協力をお願い申し上げる次第であります。 

最後になりましたが、貴協会のますますの御発展と皆

様の御健勝を心から祈念申し上げ、新任の挨拶とさせ

ていただきます。 

岡山県子ども・福祉部長

中村  賢三
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特集

特集

人口減少社会においては、介護サービスの労働生産性の向上が求められる。他方で、高齢化の進

展は医療介護生活の複合ニーズを持った利用者の増加を意味する。限られた人的資源で相対的に数

の多い要介護高齢者に対する総合的なサービスを提供するためには、サービス提供側も複合的なサー

ビス提供体であることが望ましい。しかも、そのサービスは日常生活圏域で提供されることが必要である。

現行制度でこのようなニーズに対応できるサービス提供体としては、老人保健施設がある。老人保健

施設には医師、看護師、介護福祉士、栄養士、セラピストなど医療介護のほとんどの専門職が勤務

している。しかも、多くの老人保健施設は訪問系サービスや通所系サービスも提供している。また、全

体でみると中学校区に一つの老人保健施設がある。さらに施設によっては、自治体の総合事業を受託

して、介護予防事業にも参入している。こうした特性を踏まえて、老人保健施設を「地域包括ステーショ

ン」的なものにできないかと筆者は考えている。

全国老人保健施設協会

副会長  松田  晋哉
福岡国際医療福祉大学

看護学部 教授

人口減少社会（地域）
における
老人保健施設の未来

介護予防という用語は介護状態にならないように予防するという意味合いで用いられていることが多

い。しかし、ADLのレベルが低下すること、すなわち要介護状態になることは老化の過程でもある。筆

者は医療と介護との複合ニーズに関する分析をこれまで多く行ってきた。その一連の結果は拙著にまと

めているが※、例えば、要介護度の悪化にもっとも影響があるのは加齢であることをパネルデータ分析

で明らかにしている。加齢に伴う筋力の低下等は予防することはできても、加齢そのものは予防するこ

とができない。すべての人間は死を前提として人生の最終段階を生きる覚悟を持つ必要がある。ここ

にACPの役割があるし、そしてACPが繰り返されるプロセスであることを考えれば、地域包括ステーショ

ン的な機能を持つ老人保健施設はまさにACPを行う重要な場所となる。この点において、函館市の高

橋病院の老人保健施設等で用いられているICFシートは非常に参考になる。

また、筆者らの研究では誤嚥性肺炎や骨折、心不全の悪化といった入院を必要とする急性期イベ

ントに罹患することが要介護度悪化のリスク要因となることが明らかになっている。ここで、例えば誤嚥

性肺炎を考えてみたい。一般病棟で嚥下障害のある患者を担当した看護師は、嚥下障害という看護

診断に基づき、それが誤嚥性肺炎につながることを予防するために嚥下訓練や口腔ケア、とろみ食の

提供などを計画し、その実施状況と状態像の変化を看護計画として実行する。このような医学的な視

点からの予防的ケアマネジメントがこれからの介護保険制度では重要になる。このような総合的なケア

マネジメントの方法論を開発する場として、多職種が勤務する老人保健施設は最適の場所である。こ

の意味においても老人保健施設が「地域包括ケアステーション」的な機能を発揮することを期待したい。

図表1 要介護度悪化に関連する要因のパネルデータ分析の結果（要介護1：8,564名）

出典：松田（2021）

※引用文献／松田晋哉：ビッグデータと事例で考える日本の医療・介護の未来（2021）, 勁草書房．

岡山県新見市哲多町本郷1223-3

哲多町介護老人保健施設 すずらん

老人保健施設すずらんは今年で開所20周年を迎
えました。設立当初から施設の庭に植えてある桜の
木が毎年きれいな花を咲かせています。施設のシ
ンボルツリーとなっており、20年で大きく成長しまし
た。毎年見頃を迎えた桜の木をバックに記念写真
を撮るのが恒例行事となっています。利用者さんも
きれいに咲いた桜の木を見て、「きれいじゃなあ」と
感嘆の声を上げられています。皆さん笑顔で記念
写真をパシャリ！とびきりの笑顔を見せてくれます。
施設では、年間で様々な行事を行っており、この
他にも夏祭り、敬老会、クリスマス会など季節に合
わせた行事で利用者の皆さんと楽しい時間を過ごし
ています。特にゲームな
どの勝負ごとには皆さん
闘志を燃やし真剣そのも
の。利用者の皆さんの笑
顔を見るため職員一同が
んばっています！！

ちょっと聞いてよ！ ウチの施設自慢
《各施設の工夫した業務や特徴ある仕事内容などを紹介！》
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『老健の現在と未来』
◎ アンケート ◎

※アンケートは一部抜粋しています。右記QRコードを読み取ると全ての
アンケート結果が表示されますので、ぜひご一読ください。

■入所サービスについて（短期入所も含む）

回答施設
の

所在地域

岡山 14
備前 6
備中 8

倉敷 7
美作 4

■
■
■
■
■

95%以上
90～94%
85～89%
80～84%
80％未満

8
18
6
4
3

昨年度の入所サービスの
平均稼働率をお答えくださいQ1

8

18

6

4
3

入所サービスの稼働率は
どのように変化していくと思われますか？Q2

■
■
■
■

増えていくと思う
減っていくと思う
現状と変わらない
現時点でサービスを
提供していない

7
15
14

3

■
■
■

増えていくと思う
減っていくと思う
現状と変わらない

7
13
19

7

13
19

入所サービスのベッド数はどのように変化していくと
思われますか？Q4

■
■
■

増えていくと思う
減っていくと思う
現状と変わらない

3
19
17

Q2の質問について、そう思われる理由は？Q3

【増加要因】
●利用者の需要がある
●本体の入所者数が多く完全に満床になることはないが、空床を短期利用で使用しているので稼働率は上がると考えている
●入所の需要はあるが、今後の入所対象者への個室対応等要望の変化が課題
●地域的にまだ、高齢者は増加中であるため
●全体として職員不足で受け入れられる人数が減るが、当法人においては、一定期間を耐えられればその後の稼働率は上がる
●職員の意識の変化、明確な数値をあげて取り組んでいる
●希望的観測もあるが、人員配置的にも老健施設に求められることが多くなると考える

【減少要因】
●当面、取り巻く情勢に伴い変化を予想していないが、将来は人口減少の影響が生じてくると考えている
●老健を希望する方が特養などよりは少ない
●定員を減らせば稼働率は維持できるが・・・
●新規利用者を獲得しているが、身体的に問題がある利用者が多くなっている為
●所在する地域には当法人関連を含む介護施設が多く、需要と供給のバランスがよくない
●個室を中心に空床が続く
●ニーズがあっても、人材確保が追い付かない
●この地域は高齢者要介護者のピークが一旦終了した印象あり。コロナ禍以降、入所希望者数が明らかに減少している。
　特養も入所者すぐに見つからず、空床あるとの情報

【現状維持要因】
●特別養護老人ホームの空床が多くなり、重度の利用者は特養へ直接入所することが増えるが、リハビリが必要なケースは
　すぐに減少するわけではないので、地域のニーズを拾い上げ上手く入所調整できれば当面は現状が継続できると思う
●利用希望者は増加するが、対象人口の減少により大きく増えることも減ることもないのではないかと思う
●現時点で高稼働率
●減ることを想定して活動をしていません
●高齢者層の人口に変化が見られないため

Q4の質問について、そう思われる理由は？Q5

【増加要因】
●入院病床が減少し、地域包括ケアシステムの中で在宅でのサービス利用が増えるため、
　短期入所を含めたサービス利用が増えると考える
●地域に唯一の老健で、５０床しかないため
●ベッド数削減を考えていない。併設病院もあり、同施設の介護保険事業所や地域性を見ると、
　高齢者が多く利用される可能性は高い
●７５歳以上の人口が増加
●ニーズがあるから

【減少要因】
●人口の減少
●人員不足
●入所者の確保が難しいため
●立地地域の介護保険サービス事業者が飽和状態のため
●特養に空きが増えている。在宅での介護力低下により在宅復帰が不可能に。定員を減らさざるを得ない
●少子高齢化の進展
●個室を中心に空床が続くので
●介護施設の種別が多彩である中、老健には制限が多いと判断される（医療面において特に）ことが、
　利用者が選ぶデメリットになりやすい。老健以外の選択する方が増える傾向にある
●稼働率等回復しない場合はベッド数減を検討する可能性がある
●これからもサービスのニーズはあるが人材確保等により事業全体の縮小または、病院併設型等の転換もある
●この地域は高齢者要介護者のピークが一旦終了した印象あり。コロナ禍以降、入所希望者数が明らかに減少している。
　特養も入所者すぐに見つからず、空床あるとの情報

【現状維持要因】
●所在のある東区では人口減少が始まるが高齢化率は上がるため、高齢者数は横ばい状態にある
●新規で開業する事業所（有料・サ高住・GH)などはあるが閉鎖している事業所もあるため
●老人保健施設は形態が特殊なので競合する事業所が増えなければ現状維持と考える
●自施設だけでなく、地域の周辺施設の動向が影響すると思うが、老人保健施設のベッド数は多くないので
　当面は現状維持で推移すると思う
●近隣の病院の病床数が大幅に減れば増えると思うが、現状は変わらないと思う
●利用希望者は増加するが、対象人口の減少により大きく増えることも減ることもないのではないかと思う

7

15
14

3

3

19
17

■通所リハビリテーションについて

昨年度の通所リハビリテーションの
平均稼働率をお答えください。Q1

■
■
■
■
■
■
■

90％以上
80～89%
70～79% 
60～69%
50～59%
50％未満
サービスを
提供していない

1
7
5

13
8
2

3

1
7

5

13

8

2 3

通所リハビリテーションの稼働率は
どのように変化していくと思われますか？Q2

2025年、5人に1人が後期高齢者となり超少子高齢化が進行しています。介護現場においても如実にその影響
が表れており、介護負担や人材不足は、どの施設でも感じられているのではないでしょうか？ さらに2040年には、
約3人に1人が65歳以上となり高齢者の人口はピークを迎えます。しかしながら、受け皿となる介護事業者は年々
減少傾向にあり、2024年は過去最高の倒産数となっています。需給のギャップがますます拡大することは今後の
大きな課題となるでしょう。現在の老健がどういう現状なのか、未来の老健がどうなっていくのか、皆さんと一緒に
考えたいと思います。
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Q2の質問について、そう思われる理由は？Q3

【増加要因】
●差別化できれば増やせると考えている
●マンパワー不足でなかなか増やせなかったが今後増やしていかなければならないため（希望をこめて）
●７５歳以上の人口が増加　　●共生型自立訓練をスタートさせた　　●需要が多いため

【減少要因】
●入所希望者増により、通所リハ利用者は減少すると思う。また、デイケア、デイサービスなどの競合も激化するため
●地域の人口数の減少
●通所介護（リハ特化型デイ等）との差別化、利用者負担額が通所介護より高い
●大手のドラッグストアなどの通所事業参入
●高齢化により多死社会が進み介護施設にも容易に入所可能となる等、利用者の減少が大きく影響する
●現に減少していると話す施設もある中、2023年2024年の年間利用者数は変化していないが、
　利用者を確保しにくくなったように感じる
●デイサービスの方がニーズが高い

【現状維持要因】
●利用者が増えても、その分利用困難となる方も出てくるため
●地域的にまだ、高齢者は増加中で、事業所数が増加する可能性が低いため
●競合する事業所が少ないため、しっかりと通リハの特色つくりや広報活動を行っていく
●人員的、スペース的にも、大幅な変化は見込めない
●高齢者層の人口に変化が見られないため

■
■
■
■

増えていくと思う
減っていくと思う
現状と変わらない
現時点でサービスを提供していない

3
20
13
3

通所リハビリテーションの定員数はどのように変化していくと思われますか？Q4

Q4の質問について、そう思われる理由は？Q5

【増加要因】
●通所介護（リハ特化型デイ等）との差別化、利用者負担額が通所介護より高い等
●地域包括ケアシステムの中で在宅でのサービス利用が増えると考える
●７５歳以上の人口が増加　　●新規利用が増えており在宅者へのリハビリの需要が見込まれる

【減少要因】
●利用者のピークが一旦終了
●前年度から稼働率が上がらず、地域的に高齢化も進み入所や入院される方が増加傾向
●地域内の人口減少が顕著であり、小規模の通所介護事業所が増えており、単位数の高い通所リハビリは回数を多く
　利用することが難しくなる傾向にある
●通常実施地域を拡大して運用しているが送迎に係る時間等を考えると採算が合わない
●自宅で介護しながら通リハに通うより、施設入所を選ぶ方が多くなり、対象者が減ると思われる
●最近では高齢となっても必要としない高齢者が増えた。更に将来的には多死社会により高齢者自身も減少する
●現に減少していると話す施設もある中、2023年2024年の年間利用者数は変化していないが、
　利用者を確保しにくくなったように感じる
●近隣にリハビリテーションに特化した施設が複数あり、差別化しなければ難しいと考えている
●医者を通さないでよいDS事業において、大手が参入しており相対的に通リハは減る
●サービス事業所が十分にあり、リハビリ機能が充実した通所介護事業所と比較したとき単位数で通所介護を
　選択される場面が多い
●利用者の性質が変化しており個別サービス・プラン（例えば送迎等）の希望が増えているため、
　大規模事業所ではニーズに対応しきらないため、小規模で多種多様なニーズに対応できる事業所の必要性が
　高くなっている傾向を感じている

【現状維持要因】
●人員的、スペース的にも、大幅な変化は見込めない
●共生型サービスを開始したので増加傾向にはなるが、定員の引き上げまでに至るか予見できない

33

20
13

■
■
■

増えていくと思う
減っていくと思う
現状と変わらない

0
28
11

人員はどのように変化していくと
思われますか？Q2

Q2の質問について、そう思われる理由は？Q3

【減少要因】
●入所者数が減少するとそれに伴って減らさざるを得ない
●生産年齢人口の減少
●処遇改善により介護職員の離職率が低下している効果は感じるが、介護業界の性質上、
　企業のように物価高騰に対応した処遇対応が困難である。能力の高い人材が他業種にシフトしていく傾向を感じるため
●採用に費やす人員等の不足
●看護及び介護職員の高齢化により、減少は顕著である
●介護を志す若い方が減少している。（市内の養成校も定員割れや閉鎖になっている）。
　人員数は何としても確保したいが職員の質の低下や人員確保に関わる費用増は否めない
●経営者の理解が得られない

【現状維持要因】
●施設基準に準じ、配置基準通りの運営を考えられている
●ベッド数減を行う場合は人員削減も行う
●退職したスタッフ分を補填している状況

◎医師の採用　　◎看護師の確保　　◎リーダー養成
◎人材確保に多額の費用（人材紹介料等）を要すること
◎職員の退職　　◎事業所毎の適正人員
◎毎年最低賃金上昇に対する為の原資
◎日本人の介護職員の確保
◎大幅な人件費高騰や物価高騰のインフレ局面で介護報酬据え置きや微増では経営が成り立たないので苦慮される
◎人件費については国の処遇改善加算やベースアップ加算はあるが、加算ありきの賃上げでは持続性に課題が残る。
　公的機関の施設での賃上げは人事院勧告によりベースアップ率等が決まってくるので加算に合わせた賃上げが
　難しく先行きが読めない。また、ベースダウンの可能性もあるので、申請へのハードルが高い
◎賃上げをしたいが、収支が赤字
◎通所リハビリテーションの稼働が伸びないこと（新規利用者の獲得が難しい）
◎稼働率の向上、維持
◎LIFEの対応に現場職員が時間を費やしていること
◎空調システムの修繕（コスト・導入スケジュール）
◎院長が積極投薬のため薬の負担が大きい
◎コロナ、入院等もあり、稼働率・在宅復帰率が改善しない

■
■
■
■
■
■
■
■
■

介護福祉士
介護職員(介護福祉士でない者)
看護師・准看護士
PT・OT・ST
介護支援専門員
支援相談員
管理栄養士・栄養士
事務員
その他の職員

増加した 減少した 変わりなし

2
10
7
8
1
4
5
2
3

22
7

11
2
3
4
4
3
5

15
22
21
29
35
31
30
34
31

■スタッフ人員について

昨年4月と比較して、
今年4月の人員はどのように変化しましたか？ Q1

28

11

■経営・介護業界について

経営において最も苦慮されていることがあれば教えてください。Q1
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事務局だより

岡山県地域包括ケアシステム学会は平成28年に発足され、岡山県老人保健施設協会は発足時より学会支援
組織となっています。毎年、支援組織が持ち回りで学術大会を運営し開催されており、今年度開催の第9回 
岡山県地域包括ケアシステム学会 学術大会 は岡山県老人保健施設協会が運営いたします。岡山県大会同様、
多数の演題発表・大会参加をお待ちしております。

岡山県老人保健施設協会 理事 福嶋啓祐 先生が、天皇皇后
両陛下より、春の園遊会に招待されました！ 福嶋理事より介
護現場の職員が頑張っていることを、天皇陛下にお伝えいた
だいたとのことです。これからも、岡山県老人保健施設協会 
理事、全国老人保健施設連盟 委員長として、老健の発展と
PRにご尽力いただけますよう、よろしくお願いいたします。

おめでとうございます!

福嶋啓祐先生と裕美子夫人

第９回 岡山県地域包括ケアシステム学会
学術大会について

例年、秋開催の岡山県老人保健施設協会学術委員会主催の岡山県大会を
今年度は行わず、こちらの学会に置き換えます！

◎老健施設でも自由に病院にかかれるようにしてほしい
◎利用者と関わりを十分に持つ時間が取れ、所得により子育て世代でも苦労なく生活水準が保たれる業界
◎物価高騰、介護人材不足等の支援策　　◎運営及び人員基準の規制緩和
◎日本人職員の人材確保が困難で介護の仕事に適性の低い職員でも雇用せざるを得ない為、サービスの質が低下
　（事故・不適切ケア・虐待の増加）している。その為、訴訟のリスクも高まっている
◎人材確保で派遣会社を頼らざるを得ず、介護報酬が派遣会社に流れていってしまっている。高齢者福祉の仕事の
　意義や魅力を伝える機会を増やしたり、海外人材雇用のコストに補助金が出るようにする等の措置が必要と考える
◎賃金増は必須
◎生活を支える意味では、介護職員の確保は必要であるが、老健では、医療度が高い方の受け入れもしている。
　そのためには看護職員の確保や保証も介護職員だけではなくしていただきたい（就職者が少ない中で、健康判断
　を求められる）
◎政府にははっきりとした政策や方向性を打ち出して欲しい
◎持続可能な制度へ。介護報酬アップ、賃金アップ、基準や加算算定等シンプルな制度へ
◎施設の特性にもよるが、医療必要度が高い人や認知症の利用者が増えており看護の業務も逼迫している状態である。
　利用者も介護が必要な状態が多くなっている。そのような状況で人材も確保できない状況が続いている。このような
　状況でも収益は黒字には難しく施設を継続していくことが難しくなっている
◎今後の介護業界について、国や県全体のことと捉え、人材の確保、施設が単独で運営可能な介護報酬を希望する
◎業務量に見合った介護報酬の設定。老健においては、医療保険が利用出来る対象疾患を増やす
◎介護等人材を確保していくためには、事業所の大規模化が必要
◎介護業界全体が経営難に陥っている今、追い打ちをかける様に物価高騰・エネルギー費用の高騰が顕著になり、
　経営はじり貧である。また、建築費が異常なまでに高騰しており今後老朽化した施設は建て替えもできず、閉鎖
　に追い込まれるのではないかと危惧している。特に老健は補助金も少なく、危機を感じる
◎人材確保・育成も目先だけの処遇改善加算という餌をぶら下げられただけで、介護職の質の向上等の課題の根本
　解決になっていない。若い世代が介護をしたい、誇りをもって介護ができる、日本全体で介護職の地位の確立が
　必要と感じている
◎加算ではなく基本単位を上げてもらいたい
◎これからの介護業界は、厳しいものとなるが利用者がいる限り努力し運営していかなければと思う

これからの介護業界について、ご要望等あればご自由に記入してください。Q2

入所サービスは半分以上の施設において90％以上の稼働率を維持できている一方、
通所リハビリテーションにおいては低稼働となっている。しかし、入所の稼働率が高いとは言え、人員において、大
半の施設で介護福祉士が減少していると回答している。人員は減少しているが、高い稼働率を維持していることから、
現場の負担が大きくなっていることは容易に想像できる。経営において苦慮していることについても、人材不足を挙
げている施設が圧倒的に多く、介護現場において、人材確保は喫緊の課題である。未来の老健についてもネガティ
ブな結果になったと言えよう。入所・通所のベッド数・定員数、稼働率はどれも減少するとの意見が多かった。その
理由については人口の減少が挙げられている。高齢者の減少もあるが、少子化に伴う労働者人口の減少もその背景
にある。人員に関しては、増えていくと回答した施設は0である。他業種と比較して低賃金であることや、介護職に魅
力を感じない人が多いのではないかという意見が多く、更なる処遇改善や介護の魅力を発信することが必要である。
また、人件費の増加、外国人材の採用に伴う仲介手数料、物価高騰など、支出の面で経営を圧迫しており、将来、
介護施設の安定した運営を維持していく為には、加算ありきのプラス改定ではなく、基本報酬の増加が求められている。

アンケート統括

岡山県高梁市川上町地頭2337-1

老人保健施設 ひだまり苑 ひだまり苑は施設全体に
窓が多く配置してあり、中央
には円形の吹抜があるため

十分な採光で明るく快適に過ごしていただいています。中でも浴室は最上階の4階に
あり岩風呂で温泉気分を味わえます。大きな窓があるので湯船に浸かりながら施設か
ら見える街並みや自然を一望することもできます。また、地元地域のご利用者様とは街
並みを指しながらの会話も弾みます。そして春には施設の周りには、たくさんの桜
が咲き、夏の新緑、秋の紅葉、冬には雪化粧をした街並みを見ることができるなど四
季折 の々景色の変化を楽しんでいただいています。景色に見とれて長湯にならない
よう気をつけています。吹き抜けの２階ベランダでは、園芸クラブでご利用者様にパ
ンジーやマリーゴールドなどの花の苗を植えてもらっています。土いじりは慣れた手
つきで植えられ、次 咲々き誇る花の成長を眺めながら穏やかに過ごされています。

ちょっと聞いてよ！ ウチの施設自慢
《各施設の工夫した業務や特徴ある仕事内容などを紹介！》

会員施設の老健職員の大会参加につきまし
ては、学術委員会を通してお申込みください！ 
他協会の方の参加方法とは異なります。詳
細は右記QRコードからご確認ください。
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委員会だより

令和6年度は、新型コロナウイルス
感染症の影響も少なく、学術委員会の
活動も例年通り開催できました。研修
会自体の中止などはありませんでした
が、研修会に参加予定の方が感染し
参加できないことや、勤務している施設
内でクラスターが発生し、人員不足か
ら参加できないということが数例みられ、
例年通りとはいかない状況もありまし
た。
さて、毎年開催しています「第23回 
職員合同研修会」は、令和7年3月7日
㈮岡山県医師会館401会議室におい
て開催いたしました。今回も例年同様
に会場での参加、WEBでの参加を選
択できる、ハイブリット形式の研修会を
開催しました。会場での参加は30名
程度となりましたが、WEBでは40を超
えるアカウントからの参加があり、かな
り多くの方 が々講演を聞かれたていたよ
うに思います。
【プログラム】
開会挨拶
岡山県老人保健施設協会
学術委員会 委員長 藪野信美 

講演①「2025感染症および感染対
策の動向」　

座長：岡山県老人保健施設協会
　　　学術委員会 委員長 藪野信美
講師：浜松医療センター 感染症管理
　　　特別顧問 矢野邦夫 先生　
講演②「イルカのシゴト、誰か見る？
　　　　～生産性向上推進体制
　　　　　　 加算Ⅰ取得への道～」
座長：岡山県老人保健施設協会
　　　学術委員会 副委員長 秋山正史
講師：医療法人 福嶋医院 法人本部
　　　事務部長 早川真一 先生 
講演③「老健施設における訴訟問題」
座長：岡山県老人保健施設協会
　　　学術委員会 委員長 藪野信美
講師：森脇法律事務所
　　　所長 森脇正 先生 
講演④「ACP（Advance Care
 　　　Planning）啓発から実践へ」
座長：岡山県老人保健施設協会

　　　学術委員会 副委員長 秋山正史
講師：一般社団法人 共愛会 理事長
　　　老人保健施設 虹 施設長
　　　藤本宗平 先生 
閉会挨拶
岡山県老人保健施設協会
学術委員会 副委員長 秋山正史

今回の合同研修会は4名の先生方に
お願いして開催しました。どの講演もと
ても興味深く聞くことができ、アンケート
の結果からも「1日があっという間に経ち
ました。」「学んだ内容を施設内で共有
し、今後の業務に活かしていきたい。」
等、とても満足された意見が多く聞か
れました。

令和7年度の学術委員会の活動は、
5月末には今年度の役員の方 に々お集
まりいただき、1年間の研修計画を話し
合っていただきました。更に8月29日㈮
には倉敷健康福祉プラザにて、各施設
の代表者（師長さん等 ）々にお集まりい
ただき、学術委員会の現状の問題点
の抽出と、今後の方向性や明確な役

割分担などを話し合える場を持たせて
いただきたいと考えています。お忙しい
とは存じますが、多くの方にご参加いた
だきますようお願い申し上げます。
さて、今年は昨年に続き「第９回 岡
山県地域包括ケアシステム学会学術大
会 」が岡山県医師会館　三木記念
ホール、401会議室で10月12日㈰に
開催されます。今年は岡山県老人保健
施設協会が主催し、この学会を企画、
運営していくため、学術委員会としても
主に、演題発表の運営等、大会が盛
り上がるよう、頑張っていきたいと思い
ます。また、今年度の学術委員会の役
員の方 に々は、当日は運営スタッフとし
てご協力をお願いしたいと考えています
ので、何卒ご協力の程よろしくお願い
いたします。
今年度のもう1つの大きな研修会「第
24回 職員合同研修会」も令和8年2月
末から3月初旬にかけ計画中です。日
程や研修内容が分かり次第、皆様へも
情報提供させていただきますので、ご
参加等よろしくお願いいたします。
今後とも、研修会への積極的な参加

と学術委員会へのご協力をどうぞよろし
くお願い申し上げます。

岡山県老人保健施設協会では、岡
山県地域医療介護総合確保基金補助
事業として、18歳以上の方を対象に各
受入れ施設にて3か月間有期雇用し、
OJTを通じて、未経験でも参入しやす
い「介護の周辺業務」に従事する「介
護アシスタント」として若年層・中高年
層を問わず多様な世代の人 を々育成し
ていく事業を実施しております。昨年度
につきましては、県内７か所の受入施
設において参加者を募集し、４施設４名
の方が継続就労となりました。例年参加
者からは、「高齢であってもまだ働け
る。」、「少しはお役に立っている満足感
が得られた。」、「介護の現場に触れ、そ
の大変さが良く分かった。」という感想や
職員からは、「業務がスムーズになっ
た。」、「ご利用者と関わる時間が増え
た。」「大変熱心で頭が下がります。」と
いう声が聞かれています。人材不足が
懸念される中、今年度も皆様の事業へ

のより積極的なご参加を是非お待ちして
おります。

現在、実践者研修につきましては、
令和7年6月20日～ 7月16日に講義・
演習5日間、自施設実習4週間、9月5
日実習報告・修了式1日の日程で受講
者35名にて、感染対策にも配慮しな
がら、おかやま西川原プラザを会場とし
て開催しております。また、今年度のリー
ダー研修につきましては、受講定員36
名にて令和7年10月1日～１0月10日に
講義・演習5日間を受講し、その後職
場実習期間5週間を経て、１2月10日
の実習報告会・修了式に向けて準備を
進めているところです。

令和７年度の活動予定は、リスクマ
ネジメント部会が定めます〈主旨・目的〉
を基本にして進めてまいります。尚、昨
年度は部会主催の研修会として、施設
のガバナンスを如何にするか「介護現
場でのハラスメントを考える」をテーマに

開催を致しました。参加施設：３３施設、
参加人数：５９名の参加がありました。
今年度も皆様方の意見を伺いながら、
又、ニーズに沿った活動をしたいと考え
ております。よろしくお願い致します。
（主旨・目的）
会員施設のリスクマネジャー関係者

が集まり、リスクの情報を共有すること。
又、最新のリスク対策を行う会議や研
修会を開催すること。
他業種のリスクマネジメントも研究し、
多角的な視点から良い点を老健施設に
取り入れること。
（具体的な活動予定）
①担当施設（８施設、内５施設は新メ
ンバー）による今年度活動計画の打
ち合わせ会議を開催予定。
②今年度の研修会を計画し、「テーマ」
を含めた具体的な検討を行う。
③実務担当リスクマネジャーによる、事
例発表及び事例検討会の計画を検
討する。
④各施設のリスク対策委員会との合同
研修会（グループワーク等）での意見
交換会の計画を検討する。

（リスクマネジメント部会の担当8施設）
○玉島中央老健施設 秀明荘
○きのこ老人保健施設
○ひだまり苑
○リハヴィラポルソ矢掛
○エスペランスわけ
○瀬戸いこい苑
○ルミエール
○グリンピース

第1回法務部会および法務部会研修
会を行いました。
令和7年5月23日
介護老人保健施設 古都の森
参加：１５施設29人
協会顧問弁護士の竹内俊一先生に
　よる講義
テーマ：「後見事務報告書統一書式
　　　　　から見える意思決定支援」
　　　　　について
　　　　「安全配慮義務について」
第2回 令和7年8月28日㈭予定
第3回 令和7年11月21日㈮予定
今年度も3回の部会活動を予定して

います。場所と時間、内容が決まり次
第各施設に連絡いたしますので、ご参
加の程よろしくお願いいたします。
皆様の貴重なご意見を今後の活動

に生かしていきたいと考えていますの
で、ご意見、ご要望等がありましたら
ご連絡いただければと思います。

業務継続計画（BCP）とは、大規模
災害や感染症が発生した際に、必要
なサービスの継続のために、平時から
の準備や訓練実施、発生時の対応な
どをまとめたものです。
当施設では大地震が発災した際の
対策として、職場内の転倒・落下・移
動防止対策点検を行いました。地震で
の被害拡大の要因は、家具や棚の転
倒、落下物の直撃による怪我などが大
きな理由です。日頃、便利と思ってい
た屋内のレイアウトも、災害を想定する
と危険が潜んでいることがあります。特
に、避難経路にあたる箇所は気をつけ
ないといけません。
研修では、東京消防庁監修の家具
類の転倒・落下・移動防止対策ビデ
オを視聴しました。想像した以上の自
然のエネルギーの強さを目の当たりに
し、被害を予測することができました。
現状の対策が有効であるのか、チェッ
クリストを活用し、職場内の点検も行い
ました。対策が必要な箇所は、レイア
ウトの変更や金具や突っ張り棒の取付
を行う予定です。
ぜひ参考にしてください。

施設運営委員会
政策提言部会
委員長／岩藤 知義

令和6年度の活動報告

介護アシスタント育成事業

危機管理委員会
法務部会

部会長／津田 隆史

危機管理委員会
災害対策部会
部会長／鍛本 真一郎

学術委員会
委員長／藪野 信美

岡山県老人保健施設協会が推薦
状を手交した小林孝一郎氏が県内各
地で行っている決起大会等に全国老
人保健施設連盟委員長、岡山県老
人保健施設協会政策広報委員会（政
策）担当理事の立場で参加しました。

6月17日・18日の2日間、コンベック
ス岡山にて介護サービス博覧会中四国
「マッチングプラザ2025」が開催され、
今年も参加・出展しました。
マッチングプラザは指定介護サービス
事業者、介護サービス事業者、一般
企業など約130事業者が出展し、合わ
せてセミナーも同時に開催されます。そ
のため、最新の介護用品、介護情報
を知ることができるため多くの方が来場
されます。
広報委員会では担当施設スタッフと

「一般社団法人 岡山県老人保健施設
協会」ブースにて、毎年趣向を凝らし
て「老健」をPRしています。
今年は、広報誌に使用した写真をレ

イアウトしたカードに熱中症予防の「塩分
チャージタブレット」を添えて来場者に声
掛けをし、地区別の会員名簿、全老健
作成の「老健とは？」のチラシ、会員施
設から送られた自施設のパンフレットやチ

ラシを手に取っていただきました。会員
施設からの資料は昨年に比べとても多く
提供があり、コロナ禍前に完全に戻った
ようでした。全体的にも、天候が良かっ
たこともあり、来場者数も多く滞在時間
も長かったとの報告がありました。

この2日間、担当施設のスタッフと一
緒に運営することで、情報共有ができ、
他業種・他協会の方とも交流を図るこ
とができました。
政策広報委員会（広報）では、年2

回の老健おかやまの編集、ホームペー
ジの管理等行っております。広報誌に
こんな記事を特集してほしい、ホーム
ページに掲載してほしい情報やご意見
等ございましたら、ぜひ広報委員まで
ご連絡ください。

令和７年５月２４日　ミニ講演会と食事
を囲んでの意見交換会を行いました。
ミニ研修会では全国老人保健施設
連盟　委員長の立場で「全国老人保
健施設連盟の政治活動」として全国
老人保健施設連盟の役割や国への
要望活動の実際について語っていた
だきました。

（以下、当日の講演資料より）

＊要望活動
上：石破総理大臣
下：加藤財務大臣

昨年は約5年ぶりとなる第6回老人
保健施設協会フットサル大会が開催
され有意義な交流の場となりました。
今年も１０～１１月の開催向けて準備し
て参りますので是非ご参加ください。

令和7年度の活動予定

業務継続計画（BCP）研修
「職場内の転倒・落下・移動
　   防止対策点検を行いましょう」　　

令和７年度 活動予定

令和７年度 活動報告

危機管理委員会
リスクマネジメント部会

部会長／高越 秀和

新
新

新
新
新

施設における人材確保・
育成に関する検討会

会長／秋山 正史

認知症介護実践研修
（実践者研修・リーダー研修）

担当理事／平木 章夫・佐能 量雄

12 13



令和6年度は、新型コロナウイルス
感染症の影響も少なく、学術委員会の
活動も例年通り開催できました。研修
会自体の中止などはありませんでした
が、研修会に参加予定の方が感染し
参加できないことや、勤務している施設
内でクラスターが発生し、人員不足か
ら参加できないということが数例みられ、
例年通りとはいかない状況もありまし
た。
さて、毎年開催しています「第23回 
職員合同研修会」は、令和7年3月7日
㈮岡山県医師会館401会議室におい
て開催いたしました。今回も例年同様
に会場での参加、WEBでの参加を選
択できる、ハイブリット形式の研修会を
開催しました。会場での参加は30名
程度となりましたが、WEBでは40を超
えるアカウントからの参加があり、かな
り多くの方 が々講演を聞かれたていたよ
うに思います。
【プログラム】
開会挨拶
岡山県老人保健施設協会
学術委員会 委員長 藪野信美 

講演①「2025感染症および感染対
策の動向」　

座長：岡山県老人保健施設協会
　　　学術委員会 委員長 藪野信美
講師：浜松医療センター 感染症管理
　　　特別顧問 矢野邦夫 先生　
講演②「イルカのシゴト、誰か見る？
　　　　～生産性向上推進体制
　　　　　　 加算Ⅰ取得への道～」
座長：岡山県老人保健施設協会
　　　学術委員会 副委員長 秋山正史
講師：医療法人 福嶋医院 法人本部
　　　事務部長 早川真一 先生 
講演③「老健施設における訴訟問題」
座長：岡山県老人保健施設協会
　　　学術委員会 委員長 藪野信美
講師：森脇法律事務所
　　　所長 森脇正 先生 
講演④「ACP（Advance Care
 　　　Planning）啓発から実践へ」
座長：岡山県老人保健施設協会

　　　学術委員会 副委員長 秋山正史
講師：一般社団法人 共愛会 理事長
　　　老人保健施設 虹 施設長
　　　藤本宗平 先生 
閉会挨拶
岡山県老人保健施設協会
学術委員会 副委員長 秋山正史

今回の合同研修会は4名の先生方に
お願いして開催しました。どの講演もと
ても興味深く聞くことができ、アンケート
の結果からも「1日があっという間に経ち
ました。」「学んだ内容を施設内で共有
し、今後の業務に活かしていきたい。」
等、とても満足された意見が多く聞か
れました。

令和7年度の学術委員会の活動は、
5月末には今年度の役員の方 に々お集
まりいただき、1年間の研修計画を話し
合っていただきました。更に8月29日㈮
には倉敷健康福祉プラザにて、各施設
の代表者（師長さん等 ）々にお集まりい
ただき、学術委員会の現状の問題点
の抽出と、今後の方向性や明確な役

割分担などを話し合える場を持たせて
いただきたいと考えています。お忙しい
とは存じますが、多くの方にご参加いた
だきますようお願い申し上げます。
さて、今年は昨年に続き「第９回 岡
山県地域包括ケアシステム学会学術大
会 」が岡山県医師会館　三木記念
ホール、401会議室で10月12日㈰に
開催されます。今年は岡山県老人保健
施設協会が主催し、この学会を企画、
運営していくため、学術委員会としても
主に、演題発表の運営等、大会が盛
り上がるよう、頑張っていきたいと思い
ます。また、今年度の学術委員会の役
員の方 に々は、当日は運営スタッフとし
てご協力をお願いしたいと考えています
ので、何卒ご協力の程よろしくお願い
いたします。
今年度のもう1つの大きな研修会「第
24回 職員合同研修会」も令和8年2月
末から3月初旬にかけ計画中です。日
程や研修内容が分かり次第、皆様へも
情報提供させていただきますので、ご
参加等よろしくお願いいたします。
今後とも、研修会への積極的な参加

と学術委員会へのご協力をどうぞよろし
くお願い申し上げます。

岡山県老人保健施設協会では、岡
山県地域医療介護総合確保基金補助
事業として、18歳以上の方を対象に各
受入れ施設にて3か月間有期雇用し、
OJTを通じて、未経験でも参入しやす
い「介護の周辺業務」に従事する「介
護アシスタント」として若年層・中高年
層を問わず多様な世代の人 を々育成し
ていく事業を実施しております。昨年度
につきましては、県内７か所の受入施
設において参加者を募集し、４施設４名
の方が継続就労となりました。例年参加
者からは、「高齢であってもまだ働け
る。」、「少しはお役に立っている満足感
が得られた。」、「介護の現場に触れ、そ
の大変さが良く分かった。」という感想や
職員からは、「業務がスムーズになっ
た。」、「ご利用者と関わる時間が増え
た。」「大変熱心で頭が下がります。」と
いう声が聞かれています。人材不足が
懸念される中、今年度も皆様の事業へ

のより積極的なご参加を是非お待ちして
おります。

現在、実践者研修につきましては、
令和7年6月20日～ 7月16日に講義・
演習5日間、自施設実習4週間、9月5
日実習報告・修了式1日の日程で受講
者35名にて、感染対策にも配慮しな
がら、おかやま西川原プラザを会場とし
て開催しております。また、今年度のリー
ダー研修につきましては、受講定員36
名にて令和7年10月1日～１0月10日に
講義・演習5日間を受講し、その後職
場実習期間5週間を経て、１2月10日
の実習報告会・修了式に向けて準備を
進めているところです。

令和７年度の活動予定は、リスクマ
ネジメント部会が定めます〈主旨・目的〉
を基本にして進めてまいります。尚、昨
年度は部会主催の研修会として、施設
のガバナンスを如何にするか「介護現
場でのハラスメントを考える」をテーマに

開催を致しました。参加施設：３３施設、
参加人数：５９名の参加がありました。
今年度も皆様方の意見を伺いながら、
又、ニーズに沿った活動をしたいと考え
ております。よろしくお願い致します。
（主旨・目的）
会員施設のリスクマネジャー関係者

が集まり、リスクの情報を共有すること。
又、最新のリスク対策を行う会議や研
修会を開催すること。
他業種のリスクマネジメントも研究し、
多角的な視点から良い点を老健施設に
取り入れること。
（具体的な活動予定）
①担当施設（８施設、内５施設は新メ
ンバー）による今年度活動計画の打
ち合わせ会議を開催予定。
②今年度の研修会を計画し、「テーマ」
を含めた具体的な検討を行う。
③実務担当リスクマネジャーによる、事
例発表及び事例検討会の計画を検
討する。
④各施設のリスク対策委員会との合同
研修会（グループワーク等）での意見
交換会の計画を検討する。

（リスクマネジメント部会の担当8施設）
○玉島中央老健施設 秀明荘
○きのこ老人保健施設
○ひだまり苑
○リハヴィラポルソ矢掛
○エスペランスわけ
○瀬戸いこい苑
○ルミエール
○グリンピース

第1回法務部会および法務部会研修
会を行いました。
令和7年5月23日
介護老人保健施設 古都の森
参加：１５施設29人
協会顧問弁護士の竹内俊一先生に
　よる講義
テーマ：「後見事務報告書統一書式
　　　　　から見える意思決定支援」
　　　　　について
　　　　「安全配慮義務について」
第2回 令和7年8月28日㈭予定
第3回 令和7年11月21日㈮予定
今年度も3回の部会活動を予定して

います。場所と時間、内容が決まり次
第各施設に連絡いたしますので、ご参
加の程よろしくお願いいたします。
皆様の貴重なご意見を今後の活動

に生かしていきたいと考えていますの
で、ご意見、ご要望等がありましたら
ご連絡いただければと思います。

業務継続計画（BCP）とは、大規模
災害や感染症が発生した際に、必要
なサービスの継続のために、平時から
の準備や訓練実施、発生時の対応な
どをまとめたものです。
当施設では大地震が発災した際の
対策として、職場内の転倒・落下・移
動防止対策点検を行いました。地震で
の被害拡大の要因は、家具や棚の転
倒、落下物の直撃による怪我などが大
きな理由です。日頃、便利と思ってい
た屋内のレイアウトも、災害を想定する
と危険が潜んでいることがあります。特
に、避難経路にあたる箇所は気をつけ
ないといけません。
研修では、東京消防庁監修の家具
類の転倒・落下・移動防止対策ビデ
オを視聴しました。想像した以上の自
然のエネルギーの強さを目の当たりに
し、被害を予測することができました。
現状の対策が有効であるのか、チェッ
クリストを活用し、職場内の点検も行い
ました。対策が必要な箇所は、レイア
ウトの変更や金具や突っ張り棒の取付
を行う予定です。
ぜひ参考にしてください。

政策広報委員会
（広報）

担当理事／藤本 宗平

岡山県老人保健施設協会が推薦
状を手交した小林孝一郎氏が県内各
地で行っている決起大会等に全国老
人保健施設連盟委員長、岡山県老
人保健施設協会政策広報委員会（政
策）担当理事の立場で参加しました。

6月17日・18日の2日間、コンベック
ス岡山にて介護サービス博覧会中四国
「マッチングプラザ2025」が開催され、
今年も参加・出展しました。
マッチングプラザは指定介護サービス
事業者、介護サービス事業者、一般
企業など約130事業者が出展し、合わ
せてセミナーも同時に開催されます。そ
のため、最新の介護用品、介護情報
を知ることができるため多くの方が来場
されます。
広報委員会では担当施設スタッフと

「一般社団法人 岡山県老人保健施設
協会」ブースにて、毎年趣向を凝らし
て「老健」をPRしています。
今年は、広報誌に使用した写真をレ

イアウトしたカードに熱中症予防の「塩分
チャージタブレット」を添えて来場者に声
掛けをし、地区別の会員名簿、全老健
作成の「老健とは？」のチラシ、会員施
設から送られた自施設のパンフレットやチ

ラシを手に取っていただきました。会員
施設からの資料は昨年に比べとても多く
提供があり、コロナ禍前に完全に戻った
ようでした。全体的にも、天候が良かっ
たこともあり、来場者数も多く滞在時間
も長かったとの報告がありました。

この2日間、担当施設のスタッフと一
緒に運営することで、情報共有ができ、
他業種・他協会の方とも交流を図るこ
とができました。
政策広報委員会（広報）では、年2

回の老健おかやまの編集、ホームペー
ジの管理等行っております。広報誌に
こんな記事を特集してほしい、ホーム
ページに掲載してほしい情報やご意見
等ございましたら、ぜひ広報委員まで
ご連絡ください。

令和７年５月２４日　ミニ講演会と食事
を囲んでの意見交換会を行いました。
ミニ研修会では全国老人保健施設
連盟　委員長の立場で「全国老人保
健施設連盟の政治活動」として全国
老人保健施設連盟の役割や国への
要望活動の実際について語っていた
だきました。

（以下、当日の講演資料より）

＊要望活動
上：石破総理大臣
下：加藤財務大臣

昨年は約5年ぶりとなる第6回老人
保健施設協会フットサル大会が開催
され有意義な交流の場となりました。
今年も１０～１１月の開催向けて準備し
て参りますので是非ご参加ください。

近年、インターネットの普及に伴い、eスポーツ市場は急速に拡大しています。市場規模は2020年から
の5年間で約4倍に成長しており、これまで若年層を中心とした競技というイメージが一般的でしたが、近年
では高齢者層にも広がりを見せています。高齢者のスマートフォン保有率が上昇するなど、eスポーツは身
近な存在となっており、高齢者施設においても従来のレクリエーションとは一味違う「新しい健康づくり」とし
て注目を集めています。今回は、高齢者施設におけるeスポーツ導入の事例についてご紹介します。

eスポーツ導入の目的としては、フレイル対策としての「認知機能の予防」「身体機能の維持」「社会的孤
立の防止」などが挙げられます。また、ゲームの種類によっては、軽い身体活動を促すなど、運動促進の効
果も期待されています。
導入されているゲームとしては、直感的な操作が可能なテトリスのようなパズルゲームや、ハンドル型コン

トローラーを使用するカーレースゲームなどがあり、高齢者を対象にした導入事例も多く見られます。そのほ
かにも、リズムゲームや脳トレ系のゲームも導入されています。
使用する機器については、市販されている家庭用ゲーム機が一般的です。導入に際しては、実際の身体
動作を伴う操作が可能なもの、ハンドル型コントローラーが使えるもの、複数人で同時にプレイできるものなど、
導入したいゲームの内容を想定し、それに適した機能を備えた機種を選定する必要があります。
導入規模にもよりますが、機材はおおよそ10万円前後で準備可能であり、ITツールとしては比較的コスト

が低い傾向にあります。特に施設内での限定的な導入であれば、インターネット回線が不要な場合も多く、
機材さえ揃えればすぐに始められる点もメリットです。
一方で課題としては、eスポーツに対して抵抗感を持つ方や、ゲームに初めて触れる方もいることが挙げら

れます。また、画面の光や音による目や耳への負荷を考慮し、身体的な配慮が必要な場合もあります。さらに、
職員による丁寧なサポートが求められるため、導入時には研修の時間や人員確保も重要な課題となります。

職員の年齢層によっては、eスポーツに馴染みがある場合もあり、導入に対する抵抗感が少ないこともあ
ります。岡山県では、高齢者を対象とした健康講座にeスポーツを取り入れる動きも見られ、レクリエーショ
ンの一環としての活用が進んでいます。また、高齢者へのeスポーツ指導を目的とした民間資格も存在し、
今後さらに市場の拡大と普及が見込まれています。
高齢者施設における新しいレクリエーションとして、eスポーツの導入を検討してみてはいかがでしょうか。

eスポーツ（エレクトロニック・スポーツ）

老健の未来
～ The future of ROKEN ～

第13回

政策広報委員会
（政策）

担当理事／福嶋 啓祐

施設運営委員会
事務長部会
部会長／福嶋 啓祐

ミニ講演会＆意見交換会

第７回老人保健施設協会
フットサル大会
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